
令和6年度 アウトリーチ事例検討会
支援を要する状態にありながら、

介入を拒否する孤独・孤立者への支援を考える

令和６年４月15日（月） 19:00～21:00
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１
部

第
２
部

事例報告

パネルディス
カッション

松戸市在宅医療・介護連携支援センター（https://matsudo-
zaitaku.org/ ）から令和６年４月５日までにお申込みくださ
い

問い合わせ先 松戸市在宅医療・介護連携支援センター
電 話 047-701-7533 FAX 047-701-7535

日 時

オンライン（Zoom）開催 無料開催方法 参加費

申し込み方法

壮年期のひきこもり者に対して、多様な現認
手段を試みつつ支援した事例

松戸市内の保健・医療・福祉・介護の専門職及び支援者向け

オンライン環境がない等の理由で、会場での参加を希望される場合は下記のお問い合わせ先までご連絡ください。

星野 大和担当理事
医師

松戸市医師会 在宅ケア委員会
在宅医療・介護連携支援センター座 ⾧:

栄原 智文所⾧新松戸診療所報告者:
石川 和恵相談支援専門員松戸あんしんサポート
金安 章雄センター⾧小金基幹相談支援センター

調整中地域包括ケア推進課
北田 志郎医師在宅医療・介護連携支援センター

川越 正平会⾧
管理責任者

松戸市医師会
在宅医療・介護連携支援センター

座 ⾧:

野口 正行所⾧岡山県精神保健福祉センター講 演:
パネリスト

野口 正行所⾧岡山県精神保健福祉センター
神保 正宏代表弁護士ななつぼし法律事務所
北田 志郎教授大東文化大学
松本 篤人部⾧松戸市福祉⾧寿部

孤独・孤立者本人の特性やこだわりを踏まえ、
多機関で協調介入を行うための要点とは


